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学
園
同
窓
会
「
エ
レ
キ
」
引
き
継
ぎ
発
刊 

 

愛
知
工
業
大
学
名
電
高
等
学
校
同
窓
会
は
、
廃
刊
と
な
っ
た
名
古
屋
電
気
学
園
同
窓
会
報
「
エ
レ
キ
」
を
引
き
継
ぎ
、
新
し
く
「
学
校
法 

人
名
古
屋
電
気
学
園 

愛
知
工
業
大
学
名
電
高
等
学
校
同
窓
会
だ
よ
り
」
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
学
園
、
母
校
を
結
ぶ

太
い
絆
と
し
て
同
窓
会
は
じ
め
学
園
、
母
校
を
中
心
に
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
を
き
め
細
か
く
同
窓
会
員
、
在
校
生
に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
二
年
後
に
迎
え
る
経
営
母
体
の
名
古
屋
電
気
学
園
創
立
百
周
年
の
記
念
事
業
の
内
容
、
進
捗
等
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

母
校
へ
の
熱
い
思
い
大
事
に 

絆
を
深
め
る
き
っ
か
け
に 

   

こ
の
た
び
学
園
の
ご
協
力
に 

よ
り
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
「
同 

窓
会
だ
よ
り
」
を
発
刊
で
き
ま 

し
た
こ
と
は
、
心
よ
り
喜
び
と 

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

母
校
名
電
高
は
一
九
一
二
年 

（
大
正
元
年
）
に
創
設
さ
れ
、 

旧
制
中
学
校
の
八
千
三
百
人
を 

加
え
、
本
年
三
月
時
点
で
五
万 

四
千
人
余
の
卒
業
生
を
数
え
る 

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
生 

の
中
に
は
親
子
二
代
、
三
代
の 

名
電
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
珍
し
く
あ 

り
ま
せ
ん
。 

 

母
校
は
二
年
後
に
創
立
百
周 

年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
間
、 

戦
争
を
始
め
様
々
な
困
難
を
乗 

り
越
え
、
今
日
の
総
合
学
園
と 

し
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
は
、 

歴
代
理
事
長
を
中
心
に
学
園
教 

職
員
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
の
賜
に 

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

 

同
窓
生
に
は
、
大
リ
ー
グ
の 

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
・
イ
チ
ロ
ー 

選
手
は
じ
め
、
多
く
の
人
た
ち 

が
各
分
野
で
活
躍
し
、
社
会
の 

発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
百 

年
に
及
ぶ
歴
史
は
長
く
、
校
訓 

の
「
誠
実
」
「
勤
勉
」
と
い
う 

先
輩
諸
氏
か
ら
脈
々
と
受
け
継 

が
れ
た
伝
統
は
、
現
在
の
在
校 

生
に
も
し
っ
か
り
と
受
け
継
が 

れ
て
い
ま
す
。
母
校
の
様
々
な 

動
き
、
同
窓
ク
ラ
ス
会
や
ク
ラ 

ブ
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
状
況
な
ど
を 

「
同
窓
会
だ
よ
り
」
で
お
伝
え 

し
、
母
校
と
同
窓
会
員
の
絆
が 

深
ま
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
学
園
創
立
百
周
年
記
念 

事
業
に
つ
い
て
は
現
在
、
実
行 

委
員
会
で
検
討
中
で
す
。
皆
さ 

ま
の
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願 

い
し
ま
す
。 

 

少
子
化
で
生
徒
が
減
少
す
る 

中
、
母
校
、
愛
工
大
名
電
高
校 

の
発
展
と
会
員
皆
さ
ま
の
ご
健 

勝
を
願
い
、
発
刊
の
挨
拶
と
い 

た
し
ま
す
。 

名古屋電気学園理事

長・愛工大名電高同窓

会名誉会長  後藤淳 

愛工大名電高同窓

会会長  加藤訓 

 同 窓 会 だ よ り 
第1号 

 

若
い
時
は
仕
事
優
先
で
、
な 

か
な
か
母
校
ま
で
気
持
ち
が
い 

か
な
い
、
と
思
い
ま
す
。
私
自 

身
、
学
園
に
入
っ
て
間
も
な
く 

先
代
の
後
藤
鉀
二
先
生
が
亡
く 

な
り
、
学
園
理
事
長
、
大
学
学 

長
と
し
て
東
奔
西
走
し
て
い
た 

こ
と
も
あ
り
、
周
り
を
な
か
な 

か
余
裕
を
も
っ
て
見
る
と
い
う 

こ
と
も
、
ま
い
り
ま
せ
ん
で
し 

た
。 

 

同
窓
会
員
の
皆
さ
ん
も
仕
事 

や
生
活
で
落
ち
着
い
た
ら
、
学 

園
と
共
に
生
き
て
き
た
こ
と
を 

思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん 

の
母
校
に
対
す
る
一
つ
一
つ
の 

思
い
が
あ
っ
て
、
学
園
も
百
年 

と
い
う
大
き
な
〝
節
目
〟
を
迎 

え
る
こ
と
が
出
来
た
と
言
え
ま 

す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
学
園
の
発
展 

の
た
め
、
同
窓
会
、
卒
業
生
の 

皆
さ
ん
が
、
〝
母
校
〟
を
思
う 

心
を
強
く
持
ち
続
け
、
学
園
に 

対
す
る
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

創
立
者
の
後
藤
喬
三
郎
先
生 

に
よ
っ
て
一
九
一
二
年
（
大
正 

元
年
）
に
創
立
さ
れ
た
「
名
古 

屋
電
気
学
校
」
に
始
ま
る
名
古 

屋
電
気
学
園
は
、
間
も
な
く
歴 

史
あ
る
百
年
を
迎
え
ま
す
。 

 

学
園
の
歴
史
は
、
そ
の
時
そ 

の
時
に
い
た
人
た
ち
が
、
一
生 

懸
命
、
学
園
発
展
の
た
め
努
力 

し
て
き
た
〝
積
み
重
ね
〟
に
よ 

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中 

に
は
、
勉
強
し
て
い
た
人
も
い 

れ
ば
、
（
教
職
員
と
し
て
）
働 

い
て
い
た
人
た
ち
も
い
ま
す
。 

そ
れ
が
、
み
ん
な
母
校
を
思
う 

心
を
一
つ
に
し
て
、
こ
こ
ま
で 

学
園
を
発
展
さ
せ
て
き
た
、
と 

思
い
ま
す
。 

 

会
報
の
題
字
は
、
後
藤
淳
理
事 

長
に
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 



同
窓
会
の
充
実
を
期
待 

 同 窓 会 だ よ り 

  

同
窓
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、 

ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
、
ご
活
躍 

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま 

す
。 

 

一
九
一
二
年
に
愛
知
工
業
大 

学
名
電
高
等
学
校
の
前
身
で
あ 

る
名
古
屋
電
気
学
講
習
所
が
設 

立
さ
れ
て
以
来
、
本
学
園
も
間 

も
な
く
百
周
年
を
迎
え
よ
う
と 

し
て
お
り
ま
す
。
中
部
地
区
は 

も
と
よ
り
、
全
国
で
産
業
界
の 

中
心
的
な
存
在
と
し
て
活
躍
し 

て
お
ら
れ
る
同
窓
生
も
数
多
く 

同
窓
会
が
さ
ら
に
充
実
、
発
展 

さ
れ
る
こ
と
が
、
期
待
さ
れ
て 

い
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
、
同
窓
会
報
が
復 

刊
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
意
義
深 

く
、
今
後
の
同
窓
会
活
動
に
も 

大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待 

し
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
愛
知
工
業
大
学
名
電 

高
等
学
校
で
は
、
平
成
十
九
年 

に
専
門
学
科
を
科
学
技
術
科
と 

情
報
科
学
科
へ
改
編
、
現
在
の 

普
通
科
（
中
高
一
貫
コ
ー
ス
、 

特
選
・
選
抜
コ
ー
ス
、
文
理
コ 

愛工大名電高校校

長・愛工大附属中学

校校長   佐藤忍 

ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
）
と 

合
わ
せ
約
千
五
百
人
余
の
生
徒 

が
勉
学
・
部
活
動
に
励
ん
で
お 

り
ま
す
。
ま
た
、
硬
式
野
球
・ 

卓
球
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど
部 

活
動
に
お
け
る
成
果
の
み
な
ら 

ず
、 

％
以
上
の
生
徒
が
大
学 

へ
進
学
す
る
と
い
う
進
学
実
績 

の
面
で
も
、
高
い
評
価
を
受
け 

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
諸
先
輩 

方
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
の 

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
が
あ 

っ
て
こ
そ
の
も
の
と
感
謝
し
て 

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
愛
工 

大
名
電
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し 

ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

情
報
共
有
の
ツ
ー
ル
に 

愛工大名電高校PTA

会長  星野孝一 

 

愛
知
工
業
大
学
名
電
高
等
学 

校
同
窓
会
の
同
窓
会
報
「
同
窓 

会
だ
よ
り
」
が
、
復
刊
第
一
号 

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
ま 

し
て
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ 

い
ま
す
。 

 

愛
知
工
業
大
学
名
電
高
等
学 

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
就
任
し
た
こ 

の
年
に
、
記
念
す
べ
き
復
刊
。 

私
も
本
校
普
通
科
卒
業
生
で
、 

同
窓
会
員
で
す
。
何
か
因
縁
め 

い
た
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
本
校
は 

二
年
後
の
平
成
二
十
四
年
十
一 

月
で
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま 

す
。
会
員
相
互
の
情
報
の
共
有 

に
役
立
つ
、
ツ
ー
ル
と
な
る
こ 

と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト 

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
う
え
で
無 

く
て
は
な
ら
な
い
会
報
紙
に
な 

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

編
集
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
頑 

張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

こ
の
記
念
す
べ
き
「
同
窓
会 

だ
よ
り
」
復
刊
第
一
号
に
あ
た 

り
、
お
祝
い
の
言
葉
を
寄
せ
る 

こ
と
が
で
き
大
変
う
れ
し
く
思 

い
ま
す
。 

 

愛
知
工
業
大
学
名
電
高
等
学 

校
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発 

展
と
同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ま
の 

ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
、 

お
祝
い
の
言
葉
と
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
周
年
実
行
委
員
会
を
発
足 

 

学
校
法
人
名
古
屋
電
気
学
園 

は
、
平
成
二
十
四
年
に
学
園
創 

立
一
世
紀
も
の
長
い
歩
み
を
経 

て
、
記
念
す
べ
き
百
周
年
を
迎 

え
ま
す
。 

 

同
窓
会
は
、
誇
り
あ
る
学
園 

に
ふ
さ
わ
し
い
百
周
年
を
迎
え 

る
に
あ
た
り
「
百
周
年
実
行
委 

員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。 

名
誉
会
長
の
後
藤
淳
理
事
長
、 

四
月
か
ら
愛
工
大
附
属
中
学
校 

校
長
を
兼
任
の
佐
藤
忍
愛
工
大 

名
電
高
校
校
長
の
力
添
え
を
得 

て
、
本
年
三
月
二
十
四
日
に
第 

一
回
実
行
委
員
会
を
名
電
高
校 

内
で
開
き
、
各
議
題
等
を
協
議 

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
本
格
的 

な
活
動
を
始
め
ま
し
た
。 

 

 

歴
史
あ
る
学
園
の
将
来
を
見 

据
え
、
先
人
ら
が
築
か
れ
た
伝 

統
を
大
切
に
、
栄
あ
る
百
周
年 

を
迎
え
る 

こ
と
が
で 

き
る
よ
う 

に
、
委
員 

一
丸
と
な 

り
、
努
め 

さ
せ
て
い 

た
だ
き
ま 

す
。
皆
さ 

ま
の
ご
理 

解
、
ご
協 

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

百
周
年
実
行
委
員
会
は
次
の 

 

 

皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
） 

 

【
百
周
年
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】 

 
 

 

 
 

野
牧 

一
雄
（
名
誉
理
事
） 

 
 

加
藤 

 

訓
（
会
長
） 

 

【
委
員
長
】 

 
 

 

 
 

葛
谷 

捷
臣
（
副
会
長
） 

 

【
副
委
員
長
】 

 
 
 

 
 

長
尾 

楯
夫
（
監
事
） 

 

【
副
委
員
長
代
行
】 

 
 
 

 
 

近
藤 

春
彦
（
理
事
） 

 
 

 

【
委 

員
】 

 
 

羽
佐
田
修
二
（
理
事
） 

 
 

道
木 

峰
男
（
理
事
） 

 
 

安
島 

将
門
（
理
事
） 

 

 
 

永
井 

広
明
（
理
事
） 

 
 

東 
 

伸
二
（
理
事
） 

 
 

松
永 

成
美
（
理
事
） 

 
 

柏 
 

太
輔
（
理
事
） 

 

【
事
務
局
長
】 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

平
田 

俊
之
（
理
事
） 

 

【
事
務
局
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

竹
松 

 

宏
（
事
務
局
） 

 

【
会
計
】 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

三
宅 

 

覚
（
理
事
） 

 
 

前
田 

 

賢
（
理
事
） 

  

【
写
真
は
、
百
周
年
実
行
委 

 

員
会
の
皆
さ
ん
。
手
前
左
が 

 

葛
谷
委
員
長
＝
名
電
高
で
】 

平成22年9月1日（2） 

 愛知工業大学名電高等学

校同窓会の活動、理解等を

深めてもらうため会員、在

校生の皆さんに今後、この

頁を通し様々な情報を提供

していきますので、宜しく

お願いします。 
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 同窓会  

は5月28日､  

名古屋市  

内のホテ  

ルで平成  

21年度総  

会を開催  

し、会長  

に加藤訓氏を再選、野牧一雄氏を  

名誉理事に選出しました。 

 総会には、理事ら45人が出席。  

平成21年度事業報告、予算及び平  

成22年度事業計画案、予算案を原  

案通り承認｡また、任期（2年）満  

了に伴う役員改選で、会長の加藤  

氏ほか新役員を選出しました。再  

選された加藤会長は、「少子化な  

ど私学経営は厳しい状況にあり、  

同窓会はその役割をしっかりと担  

って、母校のさらなる発展を図っ  

ていきたい」と、抱  

負を述べました。   

 また、名誉会長の  

後藤淳理事長が「広  

報活動にも力を入れ、同窓会はじめ学園、高校等の様々な情報が会員に伝わり、結び付き  

を深めていくことが大事です」と挨拶、また、４月から愛工大附属中学校長兼任となった  

佐藤忍校長が「公立校の無償化など私立を取り巻く状況は厳しいが、中学・高校の各長所  

をうまくかみ合わせて素晴らしい学校づくりに努めたい」と話しました。  
 【写真上は、同窓会総会で挨拶する名誉会長の後藤淳理事長。右端は佐藤校長】 

  役職     氏名   卒年 

 名誉会長   後藤  淳   

 名誉理事   野牧 一雄  S27 
 会  長   加藤  訓  S35 
 副 会 長   渡辺 静夫  S29 
        池尾 勇夫  S33 
        山下  将  S33 
        北野 芳憲  S34 
        奥村  衛  S35 
        葛谷 捷臣  S38 
 理  事   古田 和義  S20 
        本田 義輝  S27 
        松浦 兵征  S35 
        堀江  充  S37 
        羽佐田修二  S37 
        高田 宣章  S38 
        長尾 楯夫  S38 
        今津  孝  S39 
        丹羽 宗彦  S40 
        森田 千明  S40 
        更谷 光夫  S41 
        樋田 嘉成  S41 
        道木 峰男  S42 
        山下 健次  S42 
        本多 正二  S43 
        平田 俊之  S46 
        近藤 春彦  S47 
        安島 将門  S50 

  役職     氏名   卒年 

        三宅  覚  S50 
        松本 和彦  S50 
        磯貝喜与二  S51 
        宇田 秀樹  S51 
        永井 広明  S51 
        梅村 憲正  S52 
        杉浦 克敏  S52 
        東  伸二  S52 
        石崎 敏也  S54 
        松永 成美  S56 
        増田  朗  S56 
        川端誠一郎  S56 
        森島 茂樹  S56 
        松澤 和史  S57 
        橋本 明正  S60 
        岡本 芳樹  S61 
        矢野 好徳  S63 
        柏  太輔  H4 
        中山 智明  H7 
        前田  賢  H9 
        近藤 孝芳 H13 
 監  事（兼） 長尾 楯夫   

        更谷 光夫   

事務局長（兼） 平田 俊之   

 事務職員   竹松  宏   

 会 計（兼） 三宅  覚   

        前田  賢        

同窓会新役員の皆さん （敬称略） 平成21年度総会開催 

名誉理事に

選任された

野牧一雄氏 

 

夏
の
甲
子
園
が
七
月
十
日 

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

三
年
ぶ
り
の
甲
子
園 

出
場
に
向
け
て
選
手
一 

同
練
習
に
励
ん
で
い
ま 

す
。
七
月
三
日
に
Ｏ
Ｂ 

に
よ
る
激
励
会
を
開
き
ま
し 

た
。 

 

（
杉
浦
克
敏
・ 

 

卒
） 

 

 

私
は
名
電 

に
入
学
し
、 

本
格
的
に
陸 

上
競
技
部
に 

関
わ
り
ま
し
た
。 

 

当
時
の
陸
上
部
は
砂
田
橋 

の
河
川
敷
で
の
練
習
で
、
時 

々
、
Ｏ
Ｂ
の
石
原
先
生
に
指 

導
を
仰
ぎ
、
強
く
な 

な
っ
て
い
っ
た
の
を 

覚
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
甲
斐
あ
っ
て 

名
電
陸
上
競
技
部
初 

の 

・ 

出
場
を
果 

た
し
、
そ
の
後
、
全
国
優
勝 

者
を
多
数
出
し
ま
し
た
が
、 

全
国
駅
伝
の
優
勝
が
な
く
、 

こ
の
夢
を
後
輩
諸
君
、
か
な 

え
て
く
だ
さ
い
。 

 
（
山
下
健
次
・ 

 

卒
） 

 

十
六
人
の
部
員
で
活 

動
し
て
お
り
、
高
橋
力 

監
督
の
下
、
横
田
直
也 

主
将
を
中
心
に
、
八
月 

に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
る 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け 

て
、
日
々
練
習
に
励
ん 

で
い
ま
す
。 

 

 
 

（
安
島
将
門
・ 

 

卒
） 

 

Ｏ
Ｂ
総
数
は
千
五
百
人
を 

超
え
、
全
国
大
会
出
場 

最
多
を
誇
り
ま
す
。 

 

当
部
は
、
来
る
学
園 

百
周
年
に
は
現
役
生
と 

共
に
記
念
公
演
を
し
た 

い
と
今
か
ら
楽
し
み
に 

し
て
い
ま
す
。 

 
 

（
永
井
広
明
・ 

 

卒
） 

 
  野球部 

S 

陸上競技部  

 

名
古
屋
電
気
学
園
創
立
百 

周
年
の
節
目
を
前
に
、
卓
球 

部
は
過
去
の
伝
統
に
恥 

じ
る
こ
と
な
く
、
完
全 

復
活
を
全
国
優
勝
で
飾 

る
た
め
に
努
力
し
て
い 

ま
す
。 

 

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し 

ま
す
。 

 
 
 

（
増
田
朗
・ 

 

卒
） 

  卓球部 ウエイトリフティング部 吹奏楽部 

 同 窓 会 だ よ り 
第1号 （3）平成22年9月1日 

52 S 
42 

S 
56 

S 
50 S 

51 

（
敬
称
略
） 

I 

H 

（
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
便
り
は
七
月
上
旬
に
届

い
た
原
稿
を
基
に
作
成
し
ま
し
た
。
） 



 これが同窓会報の前身・学園同窓会報 

 「エレキ」（昭和35年6月10日第19号）！ 

 
 

学
園
に
は
コ
ピ
ー
も
含
め
、
名
古
屋
電
気
学
園
同
窓
会 

が
発
行
し
て
い
た
同
窓
会
報
「
エ
レ
キ
」
が
、
数
多
く
残 

っ
て
い
ま
す
。 

 

上
の
一
枚
は
、
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
四
月 

に
開
学
し
た
名
古
屋
電
気
大
学
が
現
在
の
愛
知
工
業
大
学 

と
改
称
さ
れ
た
年
、
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
六 

月
十
日
付
の
「
エ
レ
キ
」
第 

号
で
す
。 

 

一
面
で
は
、
大
学
名
の
改
称
や
年
々
増
え
る
志
願
者
数
を
考
慮 

し
、
電
気
工
学
科
の
一
学
科
か
ら
電
子
工
学
科
、
応
用
化
学
科
を 

増
設
し
三
学
科
と
し
た
記
事
、
当
時
の
学
長
の
後
藤
鉀
二
先
生
の 

大
学
名
称
変
更
な
ど
の
挨
拶
。
次
い
で
、
電
気
科
、
電
気
通
信
科 

に
機
械
科
を
増
設
し
、
校
名
を
名
古
屋
電
気
高
校
か
ら
名
古
屋
電 

気
工
業
高
校
と
改
め
、
校
長
に
岩
井
広
一
先
生
が
就
任
し
た
記
事 

や
写
真
が
紙
面
を
飾
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
他
、
各
面
で
教
員
紹
介
、
同
窓
会
、
ク
ラ
ス
会
便
り
な
ど 

が
、
き
め
細
か
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
懐
か
し
く
思
わ
れ
る
同 

窓
会
員
や
、
古
い
同
窓
会
報
を
初
め
て
見
た
、
と
い
う
人
も
多
い 

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
エ
レ
キ
」
を
ご
覧
に
な
り
た
い
と 

う
人
は
学
園
・
広
報
課
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

エレキ  

平成22年9月1日（4） 
 同 窓 会 だ よ り 

第1号 

19 

思
い
出
の
一
枚 

1962年（昭和37年）に名古屋市金山体育館（当

時）で盛大に挙行された学園創立50周年記念式典 

1951年（昭和26年）全国

高校選手権大会で優勝し

た名古屋電気高校（当

時）卓球部 

1968年（昭和43年）の選

抜高校野球大会開会式で

入場行進する名古屋電気

工業高校（当時）野球部 



 同 窓 会 だ よ り 

    
 
 

 
 

 

創
立
以
来
、
名 

電
と
言
え
ば
、
電
気
科
・
電
子 

科
・
機
械
科
と
親
し
ま
れ
、
長 

き
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
ま
し 

た
。
平
成
十
四
年
に
情
報
科
学 

科
の
新
設
と
同
時
に
、
男
女
共 

学
、
平
成
十
九
年
に
工
業
科
を 

廃
止
し
科
学
技
術
科
と
改
編
。 

専
門
学
科
は
、
情
報
科
学
科
と 

科
学
技
術
科
の
二
学
科
と
な
り 

ま
し
た
。 

 

学
年
毎
の
内
訳
は
一
年
生
が 

四
ク
ラ
ス
、
百
四
十
二
人
、
二 

年
生
が
五
ク
ラ
ス
、
百
七
十
九 

人
、
三
年
生
が
六
ク
ラ
ス
、
二 

百
三
人
で
、
合
計
五
百
二
十
四 

人
の
生
徒
が
学
ん
で
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

先
生 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

は
、
専 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

任
二
十 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

四
人
、 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

講
師
七 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

人
、
技 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

術
員
四 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

人
の
合 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

計
三
十 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

五
人
で 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

教
科
指 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

導
に
あ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

た
っ
て 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

い
ま
す 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

＝
写
真 

 

専
門
学
科  

学
園
創
立
九
十
周
年
を
機
に
一
新 

（5）平成22年9月1日 第1号 

学校から 
 学園創立９０周年（２００２年１１月）の記念事業として２００１年8月に愛工大名電高校

の新しい北校舎が完成、高校のイメージを一新しました。校舎以外に校名、学科及び教育内容

等がどのように変わってきたのか、学科紹介等を通して、その一端を報告します。 

学校名・学科の変遷 

  

 名古屋電気高等学校 
  

名古屋電気高等学校 
 愛知工業大学名電高

等学校 

  

名古屋電気工業高等学校  

                       電気科 

電気通信科 

             機械科 

        普通科 

９
月 

１
９
１
２
年 

 

１
９
６
２
年
４
月 

１
９
５
９
年
４
月 

１
９
６
０
年
４
月 

１
９
８
４
年
４
月 

１
９
７
５
年
３
月 

２
０
０
７
年
４
月 

２
０
０
２
年
４
月 

情報科学科 

全日制 

定時制 

１
９
５
６
年
４
月 

１
９
７
６
年
４
月 

 

 

 

専 門 

学 科 

 

普通科 

  

  

  

科 学 技

術科  

空
か
ら
見
た
現
在
の
北
校
舎
（
六
階
建
て
東
館
、
四
階
建
て
西
館
で
構
成
） 

 

A B 名古屋電気学校 

４
月 

１
９
１
３
年 

１
月 

１
９
２
０
年 

１
９
４
９
年 

月 

１
９
４
９
年
４
月 

12 

 

             電子科 

Aは名古屋電気学講習所 

Bは私立名古屋電気学校 



 

 

前
ペ
ー
ジ
左
下
。 

 

最
近
、
専
門
学
科
へ
入
学
し 

て
く
る
生
徒
は
、
ク
ラ
ブ
活
動 

へ
の
参
加
意
欲
が
高
い
こ
と
は 

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
「
資
格
が 

取
り
た
い
」
「
ロ
ボ
ッ
ト
製
作 

を
し
た
い
」
「
思
考
機
械
を
製 

作
し
た
い
」
と
か
、
「
コ
ン
ピ 

ュ
ー
タ
を
学
び
た
い
」
と
、
Ｉ 

Ｔ
教
育
に
特
化
し
た
五
百
台
も 

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
有
す
る
本 

校
を
希
望
す
る
生
徒
も
、
多
く 

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
も
の
づ 

く
り
産
業
の
盛
ん
な
こ
の
愛
知 

で
、
国
が
目
指
す
「
科
学
技
術 

創
造
立
国
」
に
呼
応
、
分
子
科 

学
・
情
報
科
学
・
環
境
科
学
・ 

脳
科
学
等
の
新
し
い
領
域
が
増 

え
、
い
ろ
い
ろ
な
人
材
が
求
め 

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
高
校
三
カ
年
の
教 

育
で
は
不
十
分
と
な
り
、
高
校 

三
カ
年
と
愛
知
工
業
大
学
四
カ 

年
の
合
計
七
年
間
を
か
け
て
、 

技
術
者
を
一
貫
し
て
育
成
す
る 

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

高
校
で
は
、
数
学
と
物
理
の 

科学技術科の授業風景 

基
礎
教
科
に
重
点
を
置
き
、
さ 

ら
に
一
年
生
よ
り
先
端
の
科
学 

技
術
を
学
ぶ
た
め
に
、
一
流
企 

業
の
協
力
を
得
て
、
宇
宙
研
究 

開
発
機
構
か
ら
「
ロ
ケ
ッ
ト
の 

開
発
現
場
か
ら
」
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か 

ら
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー 

ク
社
会
」
等
を
。
愛
知
工
業
大 

学
か
ら
は
「
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
に 

つ
い
て
」
「
水
の
硬
度
」
「
ス 

ポ
ー
ツ
と
眼
」
な
ど
十
四
回
、 

年
間
二
十
五
回
程
度
の
講
義
を 

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
総
合
的
な
学
習
の
時 

間
を
利
用
し
、
九
代
目
玉
屋
庄 

兵
衛
氏
の
カ
ラ
ク
リ
人
形
、
信 

州
大
学
教
授
の
遠
藤
守
信
氏
の 

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
講
演
会 

等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

生
徒
が
、
早
い
う
ち
か
ら
工 

学
、
科
学
技
術
の
最
先
端
に
触 

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
興
味
を
持 

っ
た
工
学
を
見
つ
け
る
こ
と
で 

大
学
へ
の
正
し
い
進
路
選
択
の 

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
な
お 

専
門
学
科
入
学
生
は
希
望
す
れ 

ば
、
併
設
の
愛
知
工
業
大
学
へ 

全
員
が
入
学
出
来
る
シ
ス
テ
ム 

が
あ
り
ま
す
。 

 

生
徒
が
最
新
の
サ
イ
エ
ン
ス 

や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
出
会
う
こ 

と
に
よ
っ
て
「
向
学
心
」
に
燃 

え
る
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と 

願
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
文
責
・
杉
浦
由
直
主
幹
） 

普
通
科  

 
 
 

  

普
通
科
は
一
九
六
二
年
（
昭 

和
三
十
七
年
）
四
月
に
設
置
さ 

れ
、
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十 

四
年
）
四
月
に
本
校
普
通
科
に 

初
め
て
女
子
八
人
が
入
学
し
て 

男
女
共
学 

に
な
っ
て 

五
十
年
近 

く
に
な
り 

ま
す
。 

 

現
在
、 

一
年
生
四 

百
二
十
八 

人
（
う
ち 

女
子
百
二 

十
人
）
、 

二
年
生
四 

百
四
十
二 

人
（
同
百 

六
十
五
人 

）
、
三
年 

生
四
百
三 

十
七
人
（ 

同
百
五
十 

一
人
）
。 

各
十
二
ク 

ラ
ス
、
計 

千
三
百
七 

人
（
同
四 

百
三
十
六 

人
）
が
特 

進
・
選
抜 

・
理
系
・ 

文
系
・
ス 

ポ
ー
ツ
の 

コ
ー
ス
で 

目
的
や
希 

望
に
合
わ 

せ
進
学
を 

目
指
し
て 

い
ま
す
。 

 

特
進
コ 

ー
ス
は
国 

公
立
・
難 

関
私
立
大
学
を
目
指
し
、
授
業 

は
特
別
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組 

ま
れ
て
い
ま
す
。
目
的
達
成
の 

た
め
に
日
々
の
学
習
指
導
は
も 

ち
ろ
ん
、
夏
期
・
冬
期
の
進
学 

補
習
も
あ
り
ま
す
。 

 

選
抜
コ
ー
ス
は
特
進
コ
ー
ス 

と
同
じ
よ
う
に
国
公
立
大
・
難 

関
私
立
大
学
を
目
指
す
が
、
部 

活
動
に
も
参
加
で
き
る
カ
リ
キ 

ュ
ラ
ム
で
学
習
し
て
い
ま
す
。 

 

普
通
コ
ー
ス
は
文
系
大
学
進 

学
希
望
者
や
愛
工
大
な
ど
理
系 

大
学
へ
の
受
験
を
考
え
て
い
る 

生
徒
た
ち
の
コ
ー
ス
で
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
は
ス
ポ
ー 

ツ
に
自
信
が
あ
り
、
全
国
レ
ベ 

ル
の
実
力
が
あ
る
ク
ラ
ブ
で
技 

を
磨
き
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
の
あ 

る
大
学
や
企
業
に
進
み
た
い
と 

い
う
生
徒
向
き
の
コ
ー
ス
で
、 

プ
ロ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が 

実
施
す
る
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど 

他
コ
ー
ス
と
は
異
な
っ
た
ユ
ニ 

 同 窓 会 だ よ り 
平成22年9月1日（6） 第1号 

 

        

 

ー
ク
な
授
業
が
あ
り
、
楽
し
み 

な
が
ら
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て 

い
ま
す
。 

 

本
校
普
通
科
は
、
国
公
立
大 

学
、
南
山
、
早
稲
田
、
上
智
な 

ど
難
関
私
立
大
学
合
格
者
が
続 

々
。
き
め
細
か
な
進
路
指
導
を 

行
い
、
全
国
か
ら
講
師
を
選
り 

す
ぐ
り
特
進
・
選
抜
コ
ー
ス
を 

中
心
に
希
望
者
に
「
校
内
予
備 

校
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。 

 
 

（
文
責
・
澤
田
勉
教
諭
） 

 

特進コースの授業風景 

華
や
ぐ
学
校
行
事 

男女共学で学校行事も大きく様変

わり。体育祭は､かっての男子高

の面影を残していますが、学校祭

は華やかで明るい歓声がいっぱい

です。（昨年撮影） 



（7）平成22年9月1日 
 同 窓 会 だ よ り 

 

創
部
八 

十
二
年
目 

を
迎
え
ま 

し
た
。
日 

々
努
力
は 

し
て
い
ま 

す
が
、
こ 

う
し
た
活 

動
を
続
け 

ら
れ
る
の 

も
変
わ
ら 

ず
支
援
を 

続
け
て
く
だ
さ
る
、
理
事
長
先
生 

は
じ
め
名
古
屋
電
気
学
園
、
学
園 

卓
球
部
後
援
会
の
皆
さ
ま
の
お
か 

げ
だ
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
卓
球
部
は
十
四
人
が
在 

籍
し
、
全
員
が
寝
食
を
共
に
し
、 

日
本
一
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
そ
の
成
果
も
あ
り
、
全 

国
選
抜
で
は
四
年
連
続
、
イ
ン
タ 

ー
ハ
イ
で
は
十
四
年
ぶ
り
に
決
勝 

の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し 

た
。 

 

あ
と
二
年
で
、
学
園
創
立
百
周 

年
を
迎
え
ま
す
。
恩
返
し
を
す
る 

べ
く
、
も
う
一
つ
階
段
を
上
り
、 

日
本
一
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て 

い
き
ま
す
。 

  

 

当
時
の 

後
藤
鉀
二 

理
事
長
の 

肝
い
り
で 

一
九
六
一 

年
（
昭
和 

三
十
六
年
）
二
月
、
相
撲
部
が
誕 

生
。
来
年
、
二
〇
一
一
年
（
平
成 

二
十
三
年
）
に
創
部
五
十
年
を
迎 

え
ま
す
。 

 

そ
の
間
、
全
国
高
校
総
体
（
イ 

ン
タ
ー
ハ
イ
）
団
体
二
十
六
年
連 

続
出
場
（
三
十
回
目
）
し
、
準
優 

勝
三
回
、
３
位
四
回
の
輝
か
し
い 

成
績
を
挙
げ
ま
し
た
。
最
近
の
成 

績
は
、
平
成
十
九
年
が
５
位
、
二 

十
年
が
団
体
３
位
、
二
十
一
年
が 

団
体
準
優
勝
、
そ
し
て
平
成
二
十 

年
に
は
本
校
か
ら
「
第
八
十
六
代 

高
校
横
綱
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

現
在
、
高
校
生
部
員
が
男
子
十 

一
人
、
女
子
二
人
、
そ
れ
に
附
属 

中
学
校
四
人
の
合
わ
せ
て
十
七
人 

で
活
動
。
相
撲
場
は
、
瑞
若
体
育 

セ
ン
タ
ー
小
体
育
館
に
移
設
、
全 

員
、
自
宅
通
学
生
徒
で
稽
古
に
励 

ん
で
い
ま
す
。 

 

本
校
相
撲
部
か
ら
、
若
松
親
方 

（
名
電
―
近
畿
大
―
高
砂
部
屋
・ 

元
幕
内
朝
乃
若
）
、
関
ノ
戸
丈
喜 

親
方
（
名
電
―
明
治
大
―
武
蔵
川 

屋
・
元
幕
内
武
雄
山
）
、
幕
下
力 

士
井
上
康
政
（
名
電
―
東
洋
大
― 

北
ノ
湖
部
屋
）
が
、
相
撲
界
で
活 

躍
し
て
い
ま
す
。 

 

【
写
真
は
、
平
成
二
十
二
年
三 

 
 

 

 

創
部
五 

十
年
を
超 

え
る
部
活 

で
す
。
故 

松
井
郁
夫 

先
生
が
築 

き
上
げ
て 

く
だ
さ
っ 

た
「
全
国 

強
豪
」
の 

名
に
恥
じ 

な
い
よ
う
「
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン 

ク
ー
ル
」
へ
の
出
場
最
多
記
録
を 

今
も
更
新
し
続
け
て
お
り
ま
す
。 

 

部
は
今
で
は
百
六
十
人
を
超
え 

る
巨
大
バ
ン
ド
と
な
り
ま
し
た
。 

大
世
帯
の
中
で
、
私
は
、
「
絆
で 

奏
で
る
メ
ン
タ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」 

を
具
体
化
さ
せ
る
活
動
を
日
々
行 

っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の 

出
場
や
年
二
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の 

他
に
も
、
敬
老
会
等
の
地
域
行
事 

で
の
招
待
演
奏
、
刑
務
所
慰
問
コ 

ン
サ
ー
ト
等
の
慈
善
事
業
、
他
校 

と
の
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
等
、
音
楽 

を
通
じ
た
様
々
な
方
面
へ
の
活
動 

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
年
は
七
月
に
シ
ン
ガ 

ポ
ー
ル
へ
演
奏
旅
行
に
行
っ
て
き 

ま
し
た
。
こ
れ
は
五
年
前
か
ら
、 

二
年
に
一
度
行
っ
て
い
る
交
流
事 

業
で
す
。
現
地
で
は
メ
リ
デ
ィ
ア 

 
 
 

 
 

甲
子
園 

出
場
は
、 

昭
和
の
時 

代
は
三
年 

に
一
度
の 

ペ
ー
ス
で 

だ
っ
た
の 

が
、
平
成 

に
入
っ
て 

か
ら
は
コ 

ン
ス
タ
ン 

ト
に
な
り 

甲
子
園
常
連
校
の
仲
間
入
り
を
し 

ま
し
た
。 

 

二
〇
〇
四
年
春
の
選
抜
で
準
優 

勝
、
翌
年
春
に
は
創
部
五
十
年
目 

に
し
て
本
校
初
の
全
国
優
勝
を
し 

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は 

堂
上
兄
弟
ら
を
擁
し
、
六
年
連
続 

で
甲
子
園
に
出
場
。
今
、
彼
ら
は 

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
で
将
来
、
チ
ー 

ム
を
背
負
う
ス
タ
ー
候
補
と
し
て 

気
炎
万
丈
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
二
年
間
は
甲
子
園
か
ら
遠 

ざ
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
チ
ー
ム 

ム
に
は
底
力
が
あ
り
、
選
手
の
実 

第1号 

 本校クラブは、イチロー選

手らプロで活躍する幾多のＯ

Ｂ、ＯＧを輩出している全国

レベルのクラブといえます。

その実力派が目白押しのクラ

ブを順次、紹介していきま

す。 

相  

撲  

部 

吹
奏
楽
部 

現役 

力
も
備
わ
っ
て
き
て
い
る
。
今
夏 

の
第 

回
選
手
権
愛
知
県
大
会
で 

は
、
今
一
歩
力
及
ば
ず
で
し
た
。 

今
後
も
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
闘 

志
を
燃
や
し
て
い
き
ま
す
。 

卓  

球  

部 

月
に
卒
業
、
日
本
体
育
大
に
進
学

し
た
高
校
横
綱
の
吉
田
圭
佑
君
】 

ン
高
校
と
三
日
間
一
緒
に
練
習
や 

コ
ン
サ
ー
ト
を
し
た
り
、
一
緒
に 

街
を
散
策
し
て
交
流
を
深
め
る
こ 

と
に
よ
り
、
子
供
た
ち
は
生
き
た 

英
語
と
国
際
感
覚
を
体
験
し
、
言 

葉
を
超
え
た
絆
を
結
ぶ
こ
と
の
喜 

び
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
普
段
の
練
習
で
は
私 

は
、
部
員
同
士
で
起
こ
る
問
題
に 

も
積
極
的
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま 

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の 

心
の
繋
が
り
が
よ
り
強
く
な
り
ま 

す
。
長
い
人
生
の
中
で
も
な
か
な 

か
味
わ
う
こ
と
の
出
来
な
い
「
メ 

ン
タ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
に
よ
っ
て 

生
じ
る
、
奏
者
と
観
客
が
一
体
と 

な
る
心
か
ら
の
喜
び
を
、
子
供
た 

ち
は
体
験
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

「
デ
ザ
イ
ン
・
２
Ｄ
・
３
Ｄ
・ 

Ｗ
ｅ
ｂ
・
研
究
」
の 

つ
を
柱
と 

し
活
動
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ 

ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
・
Ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ 

ａ
ｔ
ｏ
ｒ
・
Ｓ
ｈ
ａ
ｄ
ｅ
・
Ｆ
ｌ 

ａ
ｓ
ｈ
・
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｗ
ｅ
ａ
ｖ 

ｅ
ｒ
等
、
多
彩
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ 

ョ
ン
を
使
用
し
、
ア
イ
デ
ア
を
出 

し
合
い
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
、 

作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
人
を 

幸
せ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ 

ろ
う
か
？
。 

 

そ
の
答
え
を
探
す
た
め
に
、
様 

々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。 

 

野  

球  

部 

情
報
デ
ザ
イ
ン
部 
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【
３
月
】
学
園
設
置 

校
の
愛
知
工
業
大
学
と 

の
間
で
、
様
々
な
教
育 

交
流
を
通
し
て
連
携
を 

深
め
よ
う
と
「
教
育
交 

流
協
定
」
を
結
び
ま
し 

た
。 

 

交
流
協
定
は
、
そ
れ
ま
で
両 

大
高
間
で
取
り
組
ん
で
き
た
理 

工
コ
ー
ス
や
中
高
一
貫
ク
ラ
ス 

の
普
通
科
三
年
生
を
対
象
に
し 

た
特
別
講
義
、
体
験
学
習
等
の 

２００７年（平成１９年） 

 3月13日、八草キャンパスでの調印式  

 で、協定書等に調印する後藤泰之学長 

 と桜井正一校長（当時、写真㊨） 

教
育
交
流
を
さ
ら
に
深
め
、
高 

大
連
携
を
よ
り
強
化
し
よ
う
、 

と
い
う
目
的
で
す
。
具
体
的
に 

は
、
「
特
別
講
義
」
受
講
生
が 

大
学
へ
進
学
す
る
と
、
専
門
教 

育
科
目
（
選
択
）
の
二
単
位
を 

履
修
済
み
と
し
て
認
定
さ
れ
ま 

す
。
こ
の
ほ
か
、
専
門
学
科
の 

一
年
生
を
対
象
と
し
た
「
先
端 

科
学
技
術
入
門
」
の
講
義
等
が 

あ
り
ま
す
。 

思 い 出 の

ア ル バ ム 

愛
知
工
業
大
学

と
「
教

育

交

流

協
定
書
」
調
印 

     

 

【
７
月
】
中
国
・
東 

南
大
付
属
校
の
南
京
市 

第
九
中
学
（
南
京
市
） 

と
、
交
流
提
携
協
議
書 

を
結
び
ま
し
た
。
同
じ 

 

２００９年（平成２１年） 

学
園
設
置
校
の
愛
知
工
業
大
学 

が
一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
十
五 

年
）
に
東
南
大
と
姉
妹
校
に
な 

っ
た
の
を
機
に
、
第
九
中
学
と 

五
年
前
か
ら
交
流
を
続
け
て
い 

ま
す
。 

 

協
議
書
で
は
従
来
、
進
め
て 

き
た
隔
年
ご
と
に
よ
る
両
校
代 

表
生
徒
の
相
互
訪
問
を
明
文
化 

し
、
親
善
交
流
の
一
層
の
促
進 

を
目
指
し
ま
す
。
調
印
式
は
七 

月
二
十
二
日
、
訪
問
団
を
率
い 

て
来
日
中
の
劉
強
副
校
長
を
招 

い
て
高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

後
藤
淳
理
事
長
、
後
藤
泰
之
学 

長
ら
両
校
教
職
員
、
生
徒
の
見 

守
る
中
、
劉
副
校
長
と
佐
藤
忍 

校
長
が
、
協
議
書
に
署
名
し
ま 

し
た
。 

南
京
市
第
九
中

学
と
友
好
交
流

協
定
を
結
ぶ 

調印式後に後藤淳理事長（前列右から５

人目）と記念写真に収まる両校関係者ら 

各設置校環境、次々と進化 

２００９年４月 

大学・八草キャンパス１号館 

大学・自由ヶ丘キャンパス 附属中学校校舎 

２０１０年４月 

 同窓会会報を創ろう－と 

いうことになり、会報の顔 

である「題字」も「同窓会だより」に決定。紙 

面製作も同窓会、高校側の全面協力を得て、順 

調に推移。と格好良く書きましたが、編集メン 

バーは、それぞれ仕事を抱えての“二足のわら 

じ”だけに、当初、見込んだタイムスケジュー 

ル通りとはいかず、ようやく発刊にこぎつけま 

した。印刷を除き、紙面は手づくりです。お見 

苦しい点も多いと思いますがご容赦ください。 

（久） ▽名古屋電気学園創設100周年を迎えるに 

あたり、「同窓会だより」を学園の全面的な協 

力を得て、実行委員会で話し合いを重ね、よう 

やく発行にこぎつけました。発行にあたり関係 

の皆さまに、原稿をお願いしたところ、多忙の 

中、快く応じていただけたことについて、心か 

らお礼申し上げます。この作業に携わり、同窓 

の皆さんの絆の強さを改めて痛感、発行に至る 

までの苦労が報われた思いで、いっぱいです。 

「同窓会だより」により、同窓会と会員、会員 

相互の情報連絡が一層密となり、交流が一層深 

まりますことを願ってやみません。（葛） 

編集ノート 

 

学
園
は
二
〇
〇
九
年
四
月
に 

愛
工
大
附
属
中
学
校
の
新
校
舎 

に
続
き
、
本
年
四
月
大
学
経
営 

学
部
の
新
拠
点
「
名
古
屋 

自 

由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
設 

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
九
月
に 

は
大
学
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、 

「
１
号
館
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ 

ま
す
。 

 

 

 

学
園
は
、
二
年
後
の 

二
〇
一
二
年
（
平
成
二 

十
四
年
）
に
創
立
百
周 

年
と
い
う
記
念
す
べ
き 

年
を
迎
え
ま
す
。
学
園 

で
は
現
在
、
式
典
を
含 

む
百
周
年
記
念
事
業
の 

準
備
を
進
め
て
お
り
ま 

す
。 

 

就
き
ま
し
て
は
、
前 

回
の
学
園
創
立
九
十
周 

年
同
様
に
同
窓
会
で
は 

学
園
の
記
念
事
業
遂
行
に
あ
た 

り
、
積
極
的
に
協
力
し
て
ま
い 

り
ま
す
。 

 

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環 

境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す 

が
、
こ
こ
は
母
校
の
発
展
の
た 

め
、
ご
理
解
、
ご
協
力
宜
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

（
百
周
年
実
行
委
員
会
） 

同窓会の皆さまへ  

２０１０年9月 


